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九州大学国際宇宙惑星環境研究センター(i-SPES)

九州大学学術情報リポジトリ(QIR)
GakuNin RDMやChatGPTを用いて機関リポジトリへの
研究データメタデータの登録作業を実施 (2024年2月)

i-SPESがもつ地磁気観測データを九州大学の
機関リポジトリ(QIR)で検索可能になった

https://www.i-spes.kyushu-u.ac.jp/ https://www.lib.Kyushu-u.ac.jp/papers 3

https://www.i-spes.kyushu-u.ac.jp/
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/papers


https://support.irdb.nii.ac.jp/ja

機関リポジトリにメタデータを登録する効果 Findable

Accessible

Interoperable

Reusable
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• メタデータの流通
• DOIの付与

分野外の利用者にも
データが見つけやすくなる
よりFindableになる

https://support.irdb.nii.ac.jp/ja
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IUGONET (Inter-university Upper 
atmosphere Global Observation NETwork)
超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研究

http://www.iugonet.org/

http://search.iugonet.org/list.jsphttp://www.iugonet.org/data/pamphlet/iugonet_pamphlet_2017_ja.pdf

主要機関
• 情報・システム研究機構

(国立極地研究所含む) 
• 東北大学
• 名古屋大学
• 京都大学
• 九州大学 (i-SPES)

協力機関
• 気象庁 地磁気観測所
• 国立天文台 太陽観測所
• 情報通信研究機構 統合データ

システム研究開発室
• 金沢大学大学院 自然科学研究科
• 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学

研究所
• 名古屋市立大学 データサイエンス

学部

IUGONETのメタデータ・データベース
各機関がもつ観測データを検索できる
データ解析できるデータもある

IUGONETを通して、専門分野の
研究者間でメタデータが共有される
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• 名古屋大学で、宇宙地球科学分野の研究者と図書館の職員と情報科学エンジニアとの共同研究として
SPASEメタデータスキーマとJPCOARスキーマのメタデータ項目対応表(マッピング表)を作成

• 対応表に基づいてXSLTでメタデータをSPASEスキーマからJPCOARスキーマに変換
• 地上観測データに関するメタデータ284件を名古屋大学の機関リポジトリに登録

• IUGONETでは専門性の高い詳細なメタデータを提供 → 専門分野の研究者向け
• 機関リポジトリでは汎用性の高い簡略化されたメタデータを提供 → 専門外の利用者向け

(参考) 新堀淳樹 「研究データの可視化・検索向上を目指したメタデータマネジメントの実践」
極域データサイエンスに関する研究集会II, 2024-02-26
https://nipr.repo.nii.ac.jp/records/2000283

• 次は、九州大学に展開

共同研究の取組み

SPASEスキーマ JPCOARスキーマ

• 国際コンソーシアムSpace Physics 
Archive Search and Extract 
(SPASE)によって策定

• IUGONETでも採用

• オープンアクセスリポジトリ推進協会
（JPCOAR）が策定

• 国内の多くの機関リポジトリで採用
マッピング

7

https://nipr.repo.nii.ac.jp/records/2000283


1. はじめに
2. 機関リポジトリにおける研究データのメタデータ登録

2.1 IUGONETと共同研究プロジェクト
2.2. GakuNin RDMを使ったメタデータスキーマ変換
2.3. ChatGPTを使ったファイルフォーマット変換

3. メタデータ流通への期待
4. おわりに

8



メタデータスキーマ変換

2023/10/04 名古屋大学からメールでマニュアル及びスクリプト提供

マニュアルの内容

• メタデータの取得方法
• gitを使う→ 使ったことない、どうしよう→ マニュアル通りにやったらなんとかなった
• 公開鍵・秘密鍵が必要 → 経験あり → マニュアル通り実行

• メタデータの変換方法
• XSLTを使う → なんとなく分かる、XMLの技術
• Python3を使う → GakuNin RDMのデータ解析機能が使えないだろうか?

(当時の状況) 2023/06 九州大学でGakuNin RDMデータ解析機能の提供準備
2023/07 学内ユーザに提供開始のアナウンス

https://rds.dx.kyushu-u.ac.jp/news/1012
2023/11 GakuNin RDMデータ活用セミナー開催

https://rds.dx.kyushu-u.ac.jp/news/1137
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https://rds.dx.kyushu-u.ac.jp/news/1012 https://support.rdm.nii.ac.jp/about/#a2

九州大学研究データ管理支援
部門のWebサイト

１１４の大学・研究機関で利用可能
データ解析機能が使える機関も多い
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GakuNin RDM上に
2023年10月に作成したプロジェクト

設定によりデータ解析機能を利用可能

https://rdm.nii.ac.jp/ ※トップページ(ログイン画面)のURL 11

学認参加機関の所属構成員を
メンバー登録してデータ共有可能

GakuNin RDMの標準ストレージ
上で共有したデータのリスト

名古屋大学から提供された
メタデータ一括変換用
バッチファイル

i-SPESから提供された
SPASE形式のメタデータ
ファイル

名古屋大学から提供された
変換用スタイルシート

https://rdm.nii.ac.jp/


統合開発環境(IDE)を利用可能

• Jupyter Notebook
• JupyterLab
• RStudio

ここではJupyterLabを選択
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解析環境

本発表資料の作成に応じて
再作成した解析環境

名古屋大学のマニュアルにしたがって
追加パッケージ(apt-get)に
「xsltproc」を追加



GakuNin RDMの
プロジェクト上のファイルが
ホームディレクトリ
(/home/jovyan)
にコピーされている

ランチャー内のPython 3のアイコンをクリック
すると「Untitled.ipynb」という名称の
Jupyter Notebook形式のファイルが作成され、
Pythonコードやシェルコマンドを実行できる

JupyterLab
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名古屋大学提供のマニュアルを参照して
メタデータスキーマ一括変換用バッチファイルの
実行手順をJupyter Notebook形式で記述

プロジェクトメンバー(未来の自分も含めて)が
内容を理解できるよう適宜コメントを追加

必要な手順は次の3点

① tar.gz形式でアーカイブされているSPASE形式の
メタデータファイルをtarコマンドで展開

② 展開先にファイルをコピー
・spase2jpcoar.xsl → ファイルを指定して変換
・batch_convert.py → フォルダ単位で変換

③ バッチファイルを実行

1

2

3

Jupyter Notebook
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前回実行したJupyter
Notebookのファイルを
コピーして、同じ手順で
再現できるか確認

メタデータのファイルが
KyushuUディレクトリに
展開されているところ

セル単位で
▶ボタンを
クリックして
実行

こうした
ｘｍｌファイルが
ディレクトリに
分かれて
180件ある

実行履歴が
このまま記録
として残せる
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バッチファイルを実行し、
XMLファイルがSPASE形式
からJPCOAR形式に変換
されていることを確認

jpcoarディレクトリ
に出力される

元データは
NumericalData
ディレクトリにある

SPASE形式 JPCOAR形式

データの識別子

データの識別子
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メタデータスキーマ変換まとめ

• 名古屋大学で作成されたPythonコードを九州大学で実行し、想定どおりメタデータスキーマを変換できた

• 名古屋大学と九州大学でできたなら、他機関でもできないか

• GakuNin RDMのデータ解析機能を使えばPythonコードで書かれたバッチファイルを簡単に実行できる

気づき
• データの取得

• GakuNin RDMでgitと連携できたらもっと便利になるのでは?
• データの共有・管理

• 適宜ドキュメントを残しておく
• マークダウン形式のreadmeやwiki
• Jupyter Notebookのコメント

• この発表資料を作成するため、昨年１０月に実行した手順を翌年6月に再度実行したが、
ドキュメントのおかげでそのまま再現できた

→同僚や後任者にも業務を引き継ぎやすい
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ファイルフォーマット変換

• メタデータスキーマ変換により、JPCOARスキーマのXMLファイルを180件取得できた
• これらのメタデータを機関リポジトリに登録するため、一括登録用のフォーマットに変換したい

• XML形式→Excel形式

• 名古屋大学と九州大学では機関リポジトリのシステムが異なる
• 名古屋大学はJAIRO Cloud
• 九州大学はNEC E-Cats Library

• どちらのシステムもスプレッドシート形式(CSV形式、Excel形式)でメタデータを一括登録できるが、
メタデータスキーマのようには標準化されておらず、フォーマットが異なっている
→名古屋大学で作成されたファイルフォーマット変換用のスクリプトが九州大学でそのまま利用できない

• 九州大学版ないし汎用的な変換スクリプトを作るなら外注したい
• そもそもE-Cats Libraryでは1件ずつならXML形式のままメタデータを登録可能
• システムを改修して複数のXML形式のメタデータを一括登録可能にすればよい

→ 文部科学省のオープンアクセス加速化事業に応募して計画中

• システムを改修できるまで簡略的なアプローチで課題を解決したい
• (2022.2)

すぐには無理…

年度内に何か
できることは…

19



識別子1

タイトル

作成者

作成日

緯度・経度

識別子1 タイトル

識別子2 タイトル

識別子3 タイトル

識別子4 タイトル

… …

識別子180 タイトル

識別子2

タイトル

作成者

作成日

緯度・経度

識別子3

タイトル

作成者

作成日

緯度・経度

識別子4

タイトル

作成者

作成日

緯度・経度

識別子…

タイトル

作成者

作成日

緯度・経度

識別子180

タイトル

作成者

作成日

緯度・経度

識別子1 作成日

識別子2 作成日

識別子3 作成日

識別子4 作成日

… …

識別子180 作成日

識別子1 作成者

識別子2 作成者

識別子3 作成者

識別子4 作成者

… …

識別子180 作成者

識別子1 緯度・経度

識別子2 緯度・経度

識別子3 緯度・経度

識別子4 緯度・経度

… …

識別子180 緯度・経度

ヘッダ ヘッダ ヘッダ ヘッダ ヘッダ

識別子1 タイトル 作成者 作成日 緯度・経度

識別子2 タイトル 作成者 作成日 緯度・経度

識別子3 タイトル 作成者 作成日 緯度・経度

識別子4 タイトル 作成者 作成日 緯度・経度

… … … … …

識別子180 タイトル 作成者 作成日 緯度・経度

スクリプトで
一括処理

手作業でExcel
シートの該当部分
にテキストデータ
を貼り付け

リポジトリ
一括登録用
フォーマット

ファイル数が180
あっても項目数に
応じた回数だけ
実行すればすむ

E-Cats Libraryでは全項目を
一つにまとめず、各項目別に
登録(更新)することも可能

実際には9回実行

もともとCrossref APIで論文のメタデータを取得して
QIRに一括登録していたので、その応用

(参考) 芦北卓也「GakuNin RDMとChatGPTを使って
プログラミングを手軽に業務に活用する一試案」

Code4Lib Japanカンファレンス 2023
https://hdl.handle.net/2324/6796164
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XMLファイルの内容 (識別子及びタイトル)

<jpcoar:jpcoar
xmlns:jpcoar="https://github.com/JPCOAR/schema/blob/master/1.0/" 
xmlns:dc="http://purl.org/dc/elements/1.1/" 
…

jpcoar_scm.xsd">
…
…
<jpcoar:relation relationType="isVersionOf">

<jpcoar:relatedIdentifier identifierType="Local">
spase://IUGONET/NumericalData/ICSWSE/CPMN/ADL/fluxgate/PT1S_ICSWSE_storage

</jpcoar:relatedIdentifier>
</jpcoar:relation>
…
…
<dc:title xml:lang="en">

CPMN observation network 1sec resolution geomagnetic field data at Adelaide, Australia
</dc:title>
…
…

名前空間の記述部分

識別子の記述部分
※階層構造

タイトルの記述部分

21



ChatGPTにスクリプト作成を依頼

出力例

識別子(階層あり)とタイトルのXMLタグ

名前空間
jpcoarとdc

• メタデータ項目ごとにスクリプトを作成して実行
• 一つのスクリプトで複数項目のデータをまとめて取得

することもできるが、繰り返し要素があると困る 22



XMLファイルの内容 (作成者)

<jpcoar:creator>
<jpcoar:creatorName xml:lang="en">Akimasa Yoshikawa</jpcoar:creatorName>
<jpcoar:affiliation>

<jpcoar:affiliationName xml:lang="en">International Center for Space Weather Science and 
Education(ICSWSE), Kyushu University</jpcoar:affiliationName>

</jpcoar:affiliation>
</jpcoar:creator>

<jpcoar:contributor contributorType="ProjectMember">
<jpcoar:contributorName xml:lang="en">Akimasa Yoshikawa</jpcoar:contributorName>
<jpcoar:affiliation>

<jpcoar:affiliationName xml:lang="en">International Center for Space Weather Science and 
Education(ICSWSE), Kyushu University</jpcoar:affiliationName>

</jpcoar:affiliation>
</jpcoar:contributor>

<jpcoar:creator>
<jpcoar:creatorName xml:lang="en">Shuji Abe</jpcoar:creatorName>
<jpcoar:affiliation>

<jpcoar:affiliationName xml:lang="en">International Center for Space Weather Science and 
Education(ICSWSE), Kyushu University</jpcoar:affiliationName>

</jpcoar:affiliation>
</jpcoar:creator>

<jpcoar:contributor contributorType="ContactPerson">
<jpcoar:contributorName xml:lang="en">Shuji Abe</jpcoar:contributorName>
<jpcoar:affiliation>

<jpcoar:affiliationName xml:lang="en">International Center for Space Weather Science and 
Education(ICSWSE), Kyushu University</jpcoar:affiliationName>

</jpcoar:affiliation>
</jpcoar:contributor>

1人目の作成者

２人目の作成者

• 作成者が複数存在する

• 論文の場合、分野によっては
著者が1,000人以上いたり
する

• ORCID等の著者識別子、
名前の表記(英語・日本語・
ヨミ等）や所属機関名等、
繰り返し要素や階層構造の
要素が多いので注意

• 作業量に直結するので、
できればメタデータ内の
作成者数を把握しておきたい

23



ChatGPTにスクリプト作成を依頼

180件全部作成者が
2人だけとわかり安堵

作成者の数をスクリプトで調査

24

要素数の把握
も可能



ChatGPTにスクリプト作成を依頼

作成者名と所属機関名
を取得
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ChatGPTにスクリプト作成を依頼

XMLファイルから
作成者情報を抜粋する
スクリプトの出力結果

作成者2人が180件全部で
同一人物と分かり安堵

26



実際に作成した
スクリプトファイル
のリスト

実際にXMLファイル
から抽出した項目別
メタデータのリスト

27https://doi.org/10.48708/7183039

https://doi.org/10.48708/7183039


実際の一括登録用フォーマット(部分)

作成者名タイトル 作成者名

識別子作成日

緯度・
経度抄録主題 28

時間的
範囲

所属 役割



九州大学の機関リポジトリに
180件のメタデータを登録

https://hdl.handle.net/2324/7164984

i-SPESのWebサイトへのリンク

久住(九大農学部附属高原農場)
での地磁気観測データ

29

検索結果
一覧画面

詳細表示画面

https://hdl.handle.net/2324/7164984


http://magdas2.i-spes.kyushu-u.ac.jp/station/index.html

MAGDAS/CPMN 
(i-SPES提供データベース)

機関リポジトリで公開したメタデータと
観測拠点の緯度・経度が一致

30
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http://search.iugonet.org/map.jsp 31

久住(九大農学部附属高原農場)
での地磁気観測データ

IUGONET上の
詳細なメタデータ
(SPASEスキーマ)

緯度・経度が一致

IUGONETのデータサービス

http://search.iugonet.org/map.jsp


ファイルフォーマット変換まとめ

• ChatGPTの書いたスクリプトで複数のXMLから必要なデータを抽出できた

• 抽出したデータを基にメタデータ一括登録用フォーマットを手作業で作成し、ＱＩＲに登録できた

• 後日i-SPESからメタデータの修正依頼があったが、スクリプトを再実行して問題なく修正できた

気づき
• WindowsのPowerShellスクリプトを選択したが、Pythonにしてもよかった

• 今回は無理せず手作業を交えることで短時間で課題を解決したが、登録・更新作業が頻繁に発生
するような場合は自動化したほうがよい

• メタデータの修正、更新にはキーとしてデータの識別子が必要
• IUGONETのメタデータに固有の識別子があったので利用できた
• 今後DOIを取得してIUGONET上のメタデータに反映してもらうことも検討
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4. おわりに
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メタデータ流通への期待 (今後の課題)

• 機関リポジトリは、メタデータ交換用プロトコルOAI-PMH(Open Archives Initiative 
Protocol for Metadata Harvesting)によるメタデータ流通機能をもつ

• QIRでは、i-SPESでの組織名変更にともなう調整が完了次第、登録したメタデータの
IRDBへのハーベスティングを開始できる状態

• IRDBへのハーベスティング後
• メタデータをCiNii Researchに登録できる

• 政策決定機関・研究資金配分機関からの要請に
応じることが可能 (メタデータの共通項目)

(新堀2024）

• DOIを取得できる
• 九州大学ではDataCite DOIに対応

• できればClarivate社に申請 → Data Citation Indexに採録

（参考） 田辺浩介「DataCiteを選んだ理由～Materials Data Repositoryにおける
DataCite DOIの活用」, JAPAN OPEN SCIENCE SUMMIT 2023, 2023-
06-22 https://doi.org/10.48505/nims.4198
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メタデータ流通への期待 (今後の課題)

• IUGONET内の他機関の研究データ
• 名古屋大学で284件、九州大学で180件のメタデータを機関リポジトリに登録でき、

他機関の参考事例になる

• 九州大学内の他部局研究データ
• i-SPESの地磁気観測データのメタデータを機関リポジトリに登録したが、

ほかにも他部局、他分野で公開されている研究データはないか

(参考) 直江千寿子「名古屋大学における専門分野のデータベース・ 研究データ調査」
INFOPRO 2024 (今日の発表)

(参考)さまざまな分野の研究データに適用されるメタデータ標準
RDA Metadata Standards Catalog (MSC) https://rdamsc.bath.ac.uk/
RDAメタデータ標準カタログ（日本語訳） https://www.janul.jp/ja/projects/sirc
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おわりに

• GakuNin RDMとChatGPTに感謝
• Python等を活用し、これまで図書館で

できなかったことができるようになった
• 環境の変化に対する機敏な対応が可能

になってきた (アジリティの向上)

• 共同研究の取組みに感謝
• メタデータスキーマやPython、OAI-

PMH等、標準的な/共通の枠組みを通して
他機関や研究者と課題や解決方法を
共有し、連携できることがわかった
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• 機関リポジトリの可能性
• ツールの活用や協働によって

研究データの公開や利活用に
図書館が貢献できるかも

2024/6/13から九州大学で使えるようになったCopilotで生成
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